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 要 旨   
目的： 
ブラジルの大都市におけるアルコールの影響による家庭内暴力の状況について明らかに

することを目的とした。 
方法： 
家庭調査は，2005 年の人口が 20 万人以上のブラジルの都市 108 についておこなった。

条件付き階層化自己重みづけサンプルは，国勢統計区，家庭，回答者（12~65 歳）の３

つの選択ステージで実行された。データは，社会人口統計学及び向精神薬の乱用について

の質問をを薬物乱用精神保健局(SAMHSA)で収集した。 
結果： 

7,939 の家庭調査をおこなった。33.5%の家庭で家庭内病力があり，このうち 17.1%で加

害者が中毒者であった。アルコールに関係した暴力のタイプのうち報告が多かったのは，

家庭内の議論（81.8%），特定の人を対象にしない騒々しい議論（70.9%），暴力の脅威

(39.5%)，家庭内の物品破壊（38.7%）だった。また，身体的暴力（27.8%），武器を用い

た身体的暴力（5.5%），性的虐待（3.2%）も報告された。加害者の半数以上は同居者であ

り，88.8%は男性だった。犠牲者の大部分は女性（63.9%）で，33.9%は妻で 18.2%は子供

だった。家庭内暴力 14.1%は 1～5 年続き，14.3％は 10 年以上続いた。ほとんどの被害者

(86%)と加害者(77.9%)は，保健サービスや警察の助けを探さなかった。 
結論： 
アルコール依存症の加害者を含むと，暴力の経験があるブラジル人家庭が相当数あり，

この種の中毒は，多くの特定の特性がある。保健サービスや警察に助けを求める割合が低

いことは，家庭内暴力のケースを積極的に明らかにしていく重要性を示している。 
 

 




